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1. 関連マニュアル 
 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項を

含め、内容を確認のうえ使用してください。 
 
 

Man.No. 形式 マニュアル名称 
SBCA-358 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 
NJ シリーズ CPU ユニット  
ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

SBCA-359 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ CPU ユニット  
ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

SBCD-359 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ CPU ユニット内蔵  
EtherNet/IP ポート ユーザーズマニュアル 

SBCA-362 形 SYSMAC-SE2□□□ Sysmac Studio Version 1  
オペレーションマニュアル 

SBCA-360 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ  
コマンドリファレンスマニュアル 基本編 

0969584-7 形 W4S1-05□ 
形 W4S1-03B 

産業用スイッチングハブ W4S1 シリーズ  
ユーザーズマニュアル 

SDNB-709 FZ4 シリーズ 視覚センサ ユーザーズマニュアル 
SDNB-710 FZ4 シリーズ 視覚センサ 処理項目一覧マニュアル 
0969584-7 形 FZ4-□□□□ 視覚センサ 取扱説明書（セットアップ） 
2192564-5  形 FZ4-□□□□-10 視覚センサ 取扱説明書（セットアップ） 
2191093-1 形 FZ4-L35□ 

形 FZ4-L35□-10 
視覚センサ 取扱説明書 

 
 

2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 
IP アドレス Ethernet では、IP アドレスを使用して通信を行います。 

IP アドレス（インターネットプロトコルアドレス）は、Ethernet 上のノ

ード（ホストコンピュータ、コントローラなど）を識別するためのアド

レスです。 
IP アドレスは、重複しないように設定や管理を行う必要があります。 

PLC リンク 「PLC リンク機能」は、命令エリア、応答エリア、データ出力エリアの

3 つのリンクエリアを使用して通信を行う機能のことで、PLC は割り当

てられた I/O メモリエリアの読み書きだけでセンサ側との通信制御が行

えるようになります。 
そのため PLC 側のラダープログラム作成の負担を軽減することができ

ます。 
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3. 注意事項 
 
(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のうえ、

定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする安全回

路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアルや

取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項

を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布すること

を禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2015 年 3 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程

度の傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至ったりする

恐れがあります。また、同様に重大な物的損害をもたらす恐れ

があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・

中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりする恐

れがあります。 
 

 使用上の注意 

製品の動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 

 

 参考 
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な指示」を表します。 
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4. 概要 
 
本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製視覚センサ（FZ4 シリーズ）を、マシン

オートメーションコントローラ NJ シリーズ（以下、コントローラ）と、EtherNet/IP ポート

を介して、Ethernet（PLC リンク）で接続する手順とその確認方法をまとめたものです。 
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5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 
接続の対象となる機器は以下のとおりです。 
 
メーカ 名称 形式 

オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

オムロン 

視覚センサ 
FZ4 シリーズ 
 
 
 
 
 
FZ-Lite シリーズ 

 
形 FZ4-11□□(-10) 
形 FZ4-H11□□(-10) 
形 FZ4-7□□(-10) 
形 FZ4-H7□□(-10) 
形 FZ4-6□□(-10) 
形 FZ4-H6□□(-10) 
形 FZ4-L35□(-10) 

オムロン 

30 万画素デジタルカメラ 
30 万画素小型デジタルカメラ 
30 万画素小型デジタルカメラペンタイプ 
30 万画素ハイスピードカメラ 
200 万画素デジタルカメラ 
500 万画素デジタルカメラ 
インテリジェントカメラ 
インテリジェントコンパクトカメラ 
 
オートフォーカスカメラ 

形 FZ-SC/S 
形 FZ-SFC/SF 
形 FZ-SPC/SP 
形 FZ-SHC/SH 
形 FZ-SC2M/S2M 
形 FZ-SC5M2/S5M2 
形 FZ-SLC15/SLC100 
形 FZ-SQ010F/SQ050F 

/SQ100F/SQ100N 
形 FZ-SZC15/SZC100 

 

 使用上の注意 

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 

 

 参考 
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、オムロンまでお問い合わせください。 
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5.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メーカ 名称 形式 バージョン 
オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 

（内蔵 EtherNet/IP ポート） 
形 NJ501-1500 Ver.1.01 

オムロン 電源ユニット 形 NJ-PA3001  
オムロン スイッチングハブ 形 W4S1-05C Ver.1.00 
－ DC24V 電源 

（スイッチングハブ用） 
－  

オムロン Sysmac Studio 形 SYSMAC-SE2□□□ Ver.1.03 
オムロン Sysmac Studio プロジェクトフ

ァイル 
OMRON_FZ4_ETN(TCP
)_V100.smc 

Ver.1.00 

－ パソコン(OS：Windows 7) －  
－ USB ケーブル 

（USB2.0 準拠 B コネクタ） 
－  

－ LAN ケーブル（Ethernet カテゴ

リ 5 以上の STP（シールドツイ

ストペア）ケーブル） 

－  

オムロン 視覚センサ 形 FZ4-650  

オムロン カメラ 形 FZ-SLC15  

オムロン カメラケーブル 形 FZ-VS□  

オムロン モニタ（アナログ RGB モニタ） －  

－ ポインティングデバイス 市販 USB 接続マウス  

－ DC24V 電源（視覚センサ用） －  

 

 使用上の注意 

Sysmac Studio を本項記載のバージョン以降に、オートアップデートしてください。 
なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)を参

照して、手順と同等の処理を行ってください。 
  

LAN ケーブル 

形 NJ501-1500 
（内蔵 EtherNet/IP ポート） 

形 W4S1-05C 

形 FZ4-650 パソコン（Sysmac Studio、 
インストール済み、 
OS：Windows 7 ） 

USB ケーブル 

DC24V
電源 

DC24V
電源 
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 参考 
構成機器、バージョンが異なる場合再現できないことがあります。構成、形式、バージョン

を確認のうえ、お客様の構成と異なる場合は、オムロンまでお問い合わせください。 

 

 参考 
DC24V 電源（スイッチングハブ用）に使用可能な電源仕様は、「産業用スイッチングハブ 
W4S1 シリーズ ユーザーズマニュアル」(0969584-7)を参照してください。 

 

 参考 
DC24V 電源（視覚センサ用）に使用可能な電源仕様は、「視覚センサ 取扱説明書」

(2192132-1/2192564-5/ 2191093-1)を参照してください。 

 

 参考 
本資料ではコントローラとの接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールにつ

いては、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「付録 A-1 
USB ケーブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法」を参照してください。 
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6. Ethernet 通信の設定内容 
 
本資料で設定する通信パラメータの仕様と動作概要を示します。 
以降の章では説明内容により、視覚センサを、「相手機器」と略しています。 
 

6.1. Ethernet 通信設定 
コントローラと相手機器を Ethernet で接続するためのパラメータは、以下になります。 
 

設定項目 コントローラ 形 FZ4-650 
通信モジュール － シリアル(Ethernet)： 

PLC リンク(SYSMAC CS/CJ/CP/One) 
IP アドレス 192.168.250.1（初期値） 192.168.250.2 
サブネットマスク 255.255.255.0（初期値） 255.255.255.0（初期値） 
ゲートウェイ ---.---.---.--- （任意） 
出力先設定 － 192.168.250.1 
FINS/UDP ポート 9600（初期値） 9600（固定） 
命令エリア － CIO 0（初期値） 
応答エリア － CIO 100（初期値） 
データ出力エリア － CIO 200（初期値） 

※本資料では、同一セグメント内の接続のため、ゲートウェイの設定は不要です。 
 
 

6.2. PLC リンク リンクエリアの割り付け 
相手機器の PLC リンクのデータは、コントローラの CJ ユニット用メモリに割り当てられま

す。機器データとグローバル変数の関係を以下に示します。 
 
■命令エリア（コントローラ→視覚センサ）：36 バイト 
オフセット 相手機器データ グローバル変数名 データ型 

＋0～＋1 制御信号(32bit) Vision_Control_Flag BOOL[32] 
＋2～＋3 コマンドコード(CMD-CODE) Vision_Command DWORD 

＋4～＋17 コマンドパラメータ(CMD-PARAM) 
Vision_Command_Para
meter 

UDINT[8] 

 
※制御信号割り付け詳細 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

               EXE 

               DSA 

  EXE：コマンド実行ビット：ON すると指定したコマンドを実行 
  DSA：データ出力要求ビット：ON すると次のデータ出力を要求 
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■応答エリア（コントローラ←視覚センサ）：40 バイト 
オフセット 相手機器データ グローバル変数名 データ型 

＋0～＋1 制御出力(32bit) Vision_Status_Flag BOOL[32] 
＋2～＋3 コマンドコード(CMD-CODE) Vision_Response DWORD 
＋4～＋5 レスポンスコード(RES-CODE) Vision_Response_Code DWORD 

＋6～＋19 レスポンスデータ(RES-DATA) Vision_Response_Data UDINT[8] 
 
※制御信号割り付け詳細 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

              BUSY FLG 

               GATE 

  FLG：コマンド完了ビット：コマンドを実行完了したら ON 
  BUSY：データ出力完了ビット：コマンドを実行中に ON 
  GATE：データ出力完了ビット：データ出力が完了したら ON 

 
■データ出力エリア（コントローラ←視覚センサ）：32 バイト 
オフセット 相手機器データ グローバル変数名 データ型 

＋0～＋1 出力データ 0(DATA0) 

Vision_Data_Output UDINT[8] 

＋2～＋3 出力データ 1(DATA1) 
＋4～＋5 出力データ 2(DATA2) 
＋6～＋7 出力データ 3(DATA3) 
＋8～＋9 出力データ 4(DATA4) 

＋10～＋11 出力データ 5(DATA5) 
＋12～＋13 出力データ 6(DATA6) 
＋14～＋15 出力データ 7(DATA7) 

 

 参考 
使用するコマンドコードにより、命令エリアおよび応答エリア、データ出力エリアのデータ

長は変わります。本資料では、各 32 バイト(UDINT[8])のエリアを確保していますが、使用す

る機能により変更してください。 
コマンドコードやレスポンスコードの詳細は、「視覚センサ FZ4 シリーズ ユーザーズマニ

ュアル」(SDNB-709)の「7.外部装置との接続と通信方法」の「シリアル（PLC リンク）で

通信する」を参照してください。 
 

 参考 
データ型に配列を指定する場合、「Sysmac Studio」では、データ型は「ARRAY[0..2] OF 
WORD」と表示されます。しかし、本資料では、配列を表す場合、データ型を「WORD[3]」
のように簡略化して表記します。 
また、「Sysmac Studio」でデータ型に配列型を指定する場合、以下の両方の指定が可能です。 
・ARRAY[0..2] OF WORD 
・WORD[3] 

上記例は、WORD 型を 3Word 分配列で確保することを意味しています。 
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7. 接続手順 
 
本章では、コントローラを Ethernet 接続する手順について記載します。 
本資料では、コントローラおよび視覚センサが工場出荷時の初期設定状態であることを前提

として説明します。機器の初期化については「8. 初期化方法」を参照してください。 
 

7.1. 作業の流れ 
Ethernet の PLC リンクを接続設定する手順は以下のとおりです。 
 

7.2. 視覚センサの設定  視覚センサの設定を行います。 
▼   

 7.2.1. パラメータ設定  視覚センサのパラメータを設定します。 

▽   

7.3. コントローラの設定  コントローラの設定を行います。 

▼   

 7.3.1. Sysmac Studio の起動とコント

ローラのパラメータ設定 
 Sysmac Studio を起動し、コントローラのパラメー

タを設定します。 

▼   

 7.3.2. グローバル変数の設定  PLC リンクで使用するグローバル変数を設定しま

す。 

▼   

 7.3.3. オンライン接続とプロジェクト

データの転送 
 Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェクト

データをコントローラに転送します。 

▽   

7.4. Ethernet 通信の確認  Ethernet の PLC リンクが正しく実行されているこ

とを確認します。 

▼   

 7.4.1. 接続状態の確認  Ethernet の接続状態を確認します。 

▼   

 7.4.2. データ送受信の確認  正しいデータが送受信されていることを確認しま

す。 
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7.2. 視覚センサの設定 
視覚センサの設定を行います。 

 
 パラメータ設定 7.2.1.
視覚センサのパラメータを設定します。 
 

1 右図を参考に、視覚センサにカ

メラ、モニタ、USB 接続マウス、

DC24V 電源（視覚センサ用）と

LAN ケーブルを接続します。 
 

 

2 視覚センサの電源を ON にしま

す。 
 
初回立ち上げ時のみ、[Language 
setting]ダイアログが表示されま

すので、使用言語を選択し［OK］
をクリックします。 
 
 
言語設定に問題なければ［Yes］
をクリックします。 

 

 

3 メニューバーから［システム］

－［コントローラ］－［スター

トアップ設定］を選択します。 
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4 ［スタートアップ設定］ダイア

ログにおいて、［通信モジュー

ル］タブを選択し、［シリアル

(Ethernet)］のプルダウンメニュ

ー か ら ［ PLC リ ン ク 
CS/CJ/CP/One］を選択し変更し

ます。 
変更完了後、［OK］をクリック

します。 

 

5 ［スタートアップ設定］ダイア

ログが表示されますので、[OK]
をクリックします。 
 
※右画面のとおり、［スタートア

ップ設定］ダイアログで変更

した内容は、「本体へ保存」後、

「再起動」させて設定値が有

効になります。 

 

6 メニューバーの［データ］－［本

体へ保存］を選択します。 

 
 

7 ［本体へ保存］ダイアログが表

示されますので[はい]をクリッ

クします。 
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8 メニューバーから［システム］

－［コントローラ］－［システ

ム再起動］を選択します。 

 

9 ［システム再起動］ダイアログ

が表示されますので、[OK]をク

リックします。 

 

10 再起動後、右図のように、「PLC
リンクエラー」が表示され、PLC
リンク機能が有効になっている

ことが確認できます。 
 

11 メニューバーから［システム］

－［通信］－［Ethernet:PLC リ

ンク(SYSMAC CS/CJ/CP/One)］
を選択します。 

 

12 ［Ethernet-PLC リンク設定］ダ

イアログの[設定]タグにおいて

［次の IP アドレスを使う］を選

択し、以下の値を設定し[OK]を
クリックします。 
 
IP アドレス：192.168.250.2 
サブネットマスク： 

255.255.255.0 
 
※値を変更するには、IP アドレス

の各オクテットの右側にある

［ ］をクリックします。する

と右図のようにテンキーパッド

が表示されますので、マウスの

操作で値を入力します。入力後、

テンキーパッドの[OK]をクリッ

クします。 
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13 [PLC リンク設定]タグを選択し、

以下の値を設定し[OK]をクリッ

クします。 
命令エリア 

エリア種別：チャネル I/O(CIO) 
アドレス：0 

応答エリア 
エリア種別：チャネル I/O(CIO) 
アドレス：100 

データ出力エリア 
エリア種別：チャネル I/O(CIO) 
アドレス：200 

 

 

14 メニューバーの［データ］－［本

体へ保存］を選択します。 

 

15 ［本体へ保存］ダイアログが表

示されますので[はい]をクリッ

クします。 
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7.3. コントローラの設定 
コントローラの設定を行います。 
 

 Sysmac Studio の起動とコントローラのパラメータ設定 7.3.1.
Sysmac Studio を起動し、グローバル変数を設定します。 
ツールソフトとUSB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。また、

USB ケーブルをパソコンとコントローラに接続し、コントローラの電源を投入してくださ

い。 
 

1 Sysmac Studio を起動します。 
［新規プロジェクト］をクリッ

クします。 
 
※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 
 

 

2 ［プロジェクトをインポート］

ダイアログが表示されますの

で、［作成］をクリックします。 
 
※本資料では、プロジェクト名

を、「新規プロジェクト」とし

ます。 
 

 

3 ［新規プロジェクト］画面が表

示されます。 
画面左側を「マルチビューエク

スプローラ」、右側を「ツールボ

ックス」、中央を「エディットウ

ィンドウ」といいます。 

 

4 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［コ

ントローラ設定］－［内蔵

EtherNet/IP ポート設定］をダブ

ルクリックします。 

 

マルチビュー

エクスプロー

ラ 

エディット

ウィンドウ 
エディット

ウィンドウ 
ツール 
ボックス 
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5 ［エディットウィンドウ］に、

［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］

タブが表示されます。 
[TCP/IP]を選択し、［IPアドレス］

の固定設定のチェックボックス

を選択し、以下の設定を行いま

す。 
IP アドレス：192.168.250.1 
サブネットマスク：

255.255.255.0 
 

 

6 ［ FINS 設 定 ］ を 選 択 し 、

[FINS/UDP]の［FINS/UDP ポー

ト番号］欄に[9600]が設定されて

いることを確認します。 
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 グローバル変数の設定 7.3.2.
PLC リンクで使用するグローバル変数を設定します。 

 

1 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［プログラミング］－

［データ］－［グローバル変数］

をダブルクリックします。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に、

［グローバル変数］タブが表示

されます。 
 
［名称］の下をマウスでクリッ

クすると、新規変数を入力でき

るようになります。 
 
［名称］に、

[Vision_Control_Flag]を入力し

ます。 
 
［データ型］に、[BOOL[32]]を
入力します。 
 
※入力確定後、表示は右図のよ

うに、「ARRAY[0..31] OF 
BOOL」に変わります。 

 
［割付先］に、［%0］を入力し

ます。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

3 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［新規作成］を選択します。 
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4 2～3 項の手順と同様に、新規作

成エリアに以下のデータを入力

します。 
・名称：Vision_Command 
データ型：DWORD 
割付先：%2 

・名称：
Vision_Command_Parameter 

データ型：UDINT[8] 
割付先：%4 

 

5 2～4 項の手順と同様に、新規作

成エリアに以下のデータを入力

します。 
・名称：Vision_Status_Flag 
データ型：BOOL[32] 
割付先：%100 

・名称：Vision_Response 
データ型：DWORD 
割付先：%102 

・名称：
Vision_Response_Code 
データ型：DWORD 
割付先：%104 

・ 名 称 ：
Vision_Response_Data 
データ型：UDINT[8] 
割付先：%106 

・名称：Vision_Data_Output 
データ型：UDINT[8] 
割付先：%200 
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 オンライン接続とプロジェクトデータの転送 7.3.3.
Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェクトデータをコントローラに転送します。 
 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変数、

CJ ユニット用メモリの値を転送するときは、転送先ノードの安全を確認してか

ら行ってください。 
CPU ユニットの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐

れがあります。 
 

 

1 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［通信設定］を選択しま

す。 

 

2 ［通信設定］ダイアログが表示

されます。 
［接続方法］から、［USB-直接接

続］を選択します。 
 
[OK]をクリックします。 
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3 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［オンライン］を選択し

ます。 
 
確認のダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 
 
※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、［はい］や

[Yes]など処理を進める選択を

行ってください。 
 
※表示されるシリアル IDは機器

により異なります。 
 

 

 

 
 

 参考 
コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version 1 オペ

レーションマニュアル」(SBCA-362) の「第 6 章 コントローラとの接続」を参照してくださ

い。 
 

4 オンライン状態になると、［エデ

ィットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。  

5 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［同期］を選択します。 

 

6 ［同期］ダイアログが表示され

ます。 
転送したいデータ（右図では、

[NJ501]）にチェックが付いてい

ることを確認して、［転送[パソコ

ン→コントローラ]］をクリック

します。 
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7 確認ダイアログが表示されます

ので、［はい］をクリックします。 
 
 
同期中の画面が表示されます。 
 
 
確認ダイアログが表示されます

ので、［はい］をクリックします。 

 
 

 
 

 

8 同期したデータの文字色が［同

期済み］色になり、 
「同期は成功しました。」と表示

されていることを確認します。 
問題がなければ、［閉じる］をク

リックします。 
※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、本項の手順を

再実行してください。 
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7.4. Ethernet 通信の確認 
Ethernet の PLC リンクが正しく実行されていることを確認します。 
 

 接続状態の確認 7.4.1.
Ethernet の接続状態を確認します。 
コントローラ、視覚センサ、スイッチングハブを LAN ケーブルで接続してください。 
 

1 Ethernet 通信が正常に行われて

いることをコントローラの LED
で確認します。 
 
正常時の LED 状態は以下のとお

りです。 
NET RUN：緑点灯 
NET ERR：消灯 
LINK/ACT：黄点滅 
（パケット送受信時に点滅） 

 
 
 

 

2 視覚センサの接続状態を確認し

ます。 
右図のように、「調整中」の下に

表示されていた「PLC リンクエ

ラー」が消えていることを確認し

ます。 
 
PLC リンクエラー時は右図のよ

うに「PLC リンクエラー」と表

示されます。 
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 データ送受信の確認 7.4.2.
正しいデータが送受信されていることを確認します。 
 

 
オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更した場合、CPU ユニット

の動作モードにかかわらず、出力ユニットに接続された機器が動作する恐れが

あります。 
オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更するときは、十分に安全

を確認してから行ってください。 
 

 

1 コントローラが、モニタ状態である

ことを、Sysmac Studio のツールバ

ーの［モニタ］および［モニタ停止］

ボタンで確認します。 
右図のように［モニタ］ボタンが選

択されて選択不可状態であり、［モニ

タ停止］ボタンが選択可能状態（モ

ニタ状態）であることを確認します。 
 
※ モニタ停止状態の場合は、

Sysmac Studio のメニューバーか

ら、［コントローラ］－［モニタ］

を選択します。 
 
※Sysmac Studio がオフラインの場

合は、7.4.2 の 1～4 項の手順でオ

ンラインにしてください。 

 
 

 
 

 モニタ 

 モニタ停止 
 
 

 

2 メニューバーから、［表示］－［ウォ

ッチウィンドウ］を選択します。 

 

3 ［エディットウィンドウ］の下段に、

［ウォッチウィンドウ］タブが表示

されます。 
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4 ［ウォッチウィンドウ］に、以下の

ようにモニタする［名称］を入力し

ます。新規名称の入力時は、「名前を

入力…」をクリックします。 
Vision_Control_Flag[0] 
Vision_Command 
Vision_Response 
Vision_Response_Code 

  

5 Vision_Command の［変更］エリア

に[00101010]を入力します。 
（コマンドコード[00101010] 
：計測実行） 

 
エ ンターキーで値が確定し、

Vision_Command の［モニタ値］が

[00101010]になります。 
 
 
Vision_Control_Flag[0]の［変更］エ

リアの[TRUE]をクリックします。 
［モニタ値］が[True]になります。 
（Vision_Control_Flag[0](CMD-EXE) 

：コマンド実行ビット） 

 
 

 
 

 
 

6 測定が完了し、視覚モニタの画面に

[OK]が表示されます。 

 

7 CMDC_IN と RESC_IN の値が以下

になります。 
Vision_Response：00101010 
（送信したコマンドコードが返信） 

Vision_Response_Code：00000000 
（コマンドの実行結果（0：OK、

-1(FFFFFFFF)：NG）が反映） 
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8. 初期化方法 
 
本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定を手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 
 

8.1. コントローラの初期化 
コントローラの設定を初期設定状態に戻すためには、動作モードをプログラムモードにし、

Sysmac Studio のメニューバーから、［コントローラ］－［メモリオールクリア］を選択しま

す。［メモリオールクリア］ダイアログが表示されますので、[OK]をクリックします。 
 

 
 
 

8.2. 視覚センサ 
視覚センサの初期化方法については、「視覚センサ FZ4 シリーズ ユーザーズマニュアル」

(SDNB-709)の「1.操作を開始する前に」の「コントローラの設定を出荷時の状態に戻す」を

参照してください。 
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9. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2012 年 3 月 13 日 初版 
B 2015 年 3 月 13 日 マニュアル番号誤記修正（SCNB-709→SDNB-709） 
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